
相談支援  

強み・協力のアイデア 
 

○新居地区柏原・港町周辺にある介護サービス 

 地域住民への説明会を一緒にやろうという動きがある。 

 

○市内特養施設長会議 

 どんなことを話し合っているか知りたい方、サービスの方は、聞きに来てもいいですよ。 

  

○Ｂ型事業所 

 65歳以上の外国人の方が出てきているので対応に困りつつある。 

 

○こどもの居場所 

 貧困家庭に関する情報→関係機関と連携。 

 

○こども園 

 日々の保育の中で保護者から直接相談をうけ、支援につなげている。 

 

○子育て支援センター 

 地域の子育て家庭の相談を毎日受けている。専門家と連携。 

 

○ひとり親家庭の手続き 

 困り事の気付き→関係機関と連携。 

 

○なんでもかんでも相談会 

 もっと回数を増やしたらどうか。 ２点 

 

 

・居住支援協議会の設置 １点 

・こどもたちの多様性と感性は素晴らしく世代間交流など社会変化への対応が出来ると良い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



２ 参加支援 ・ ３ 地域づくりに向けた支援  

強み・協力のアイデア 

 

○いきいきサロン 

 自治会から福祉推進委員を出している。スタッフ不足にならない。 

 高齢者だけでなく、地域の居場所的な場になったら。（こども・障がい者も）３点 

 地域の通いの場にて、交流事業の実施。 

 

○サロン（月１回） 

 大勢の人の参加があり、昔の歌を歌ったり、皆でおしゃべり楽しそうですね。集まって話をする事が最高です

ね。歩いて行けば又、運動になる。１点 

 

○市内の中高生 

 いきいきサロンなど地域福祉行事に参加してもらえば、意識が向上するのでは？ １点 

 

○中之郷地区祭典・中高生の参加支援している団体 

 将来の若連育成につながる。 

 

○老人クラブ 

 小学生の登下校の見守りを通じて、こどもとのコミュニケーション。２点 

 仲の良い人の安否確認を互いにしている。 

 おしゃべり会・サロンに見学受入可能（週１回 13～14時）。 

 

○老人クラブ・身体障害者福祉協会 

 グラウンドゴルフ。見学受入可能。 

 

○身体障害者福祉協会 

 フライングディスクの練習（週１回）（５人１組／大会年１回）。 

 

○民生委員 

 訪問する過程での複合的課題を見つける。介護・ひきこもり。 

 

○花の会 

 会員の高齢化で参加者が減っているので、体験でもいいので参加してほしい。１点 

 

○更生保護女性会 

 ミニ集会をしている。地域の集まりに出掛け、安全で安心なまちづくりの啓発を行っている。 

 例えばいきいきサロン、夏祭り。 

 

○あいさつ運動 

 隣に住む人と親しくなる機会です。災害があった時、相互援助のため密にしたい活動ですね。１点 

 

 



２ 参加支援 ・ ３ 地域づくりに向けた支援  

 

○こども園 

 園の行事などで、地域の方を招き交流している。年 5,6回サロン同時開催。２点 

 地域行事、山開きなどに参加し、交流している。 

 

○Ｂ型作業所 

 浜松のＢ型との交流会を実施予定。 

 

○障がい者相談支援センター 

 専門性が高く知識が豊富 

 

○子育て支援センター 

 助産師さんとお話会。多くの家庭が参加。１点 

 地域の様々な機関とコラボ。企業など。 

 

 

・ひきこもり高齢者（特に男性）をいかに地域のイベントに参加させるか。１点 

・対象者への動機付けや参加促進の工夫を行う。 

・企業へのアプローチを工夫して協力者の拡大を図る。 

・こどもを学校、家庭だけでなく、地域が関わる教育、社会性の学びの場があると良い 

・地域住民が主体で、自地域の環境に合わせた福祉、防災、住み易い社会構築が出来る機運を。 

・こどもが育って行く上で、あいさつが一番大切だと思う。朝、おはようと元気なこどもたちの声を聞くと嬉し

いです。家の前で出られる日は、やる様にしています。１点 

・ＯＢ会等で月１回位、自分達で食事を作って楽しんでいます。それも、あの会、この回といろいろと。 

 場所は公民館を借りてやらせてもらっています。まだまだ私達もおいしいもの作れますよ。 

・体の調子を少し悪くした時に、地元のこども達が色紙を書いてくれました。早く良くなってと、とてもうれし

かったです。ちゃんと額に入っていました。１点 

 

 

 

 

 


